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1.　章の見出し（MSゴシック／Arial 12pt　番号と見出しの間に1字スペース）
本文（MS明朝／Times New Roman 10.5pt）
日本社会の多文化化を受け、社会を構成する受け入れ側と参入側の共生の必要性が唱えられてきた（松尾, 2006; 野々口, 2012）。お茶の水女子大学では、日本語教育を専攻とする大学院生を対象として、共生日本語教育実習が2000年以来開講されている（岡崎, 2002a, 2002b）。岡崎（2002a, 2002b）は、当該教育実習を通じ、定住外国人に加え、日本人も含めた日本語教育の場を提言した。また、増加する定住外国人の子息に対する教育として、年少者日本語教育も展開されている（Kanno, 2010; 小田, 2011）1)。	Comment by 作成者: 引用の書き方は黄色マーカー箇所を参照のこと	Comment by 作成者: 注は上付き文字（脚注機能は使わない）
昨今、日本語教育において、ライフストーリー・インタビューに基づく質的研究が脚光を浴びている。ライフストーリー研究が着目されるのは、「調査する側からの要請というよりも、社会の側から要請されている」（桜井, 2005: 16）。ためである。
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図1　図のタイトル
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謝辞（MSゴシック 10.5pt）
本文…（MS明朝／Times New Roman 10.5pt）
（10.5pt 1行空き）
付記（MSゴシック 10.5pt）
本文…（MS明朝／Times New Roman 10.5pt）
（10.5pt 1行空き）
注（MSゴシック 9.5pt）
1）本文（MS明朝／Times New Roman 9.5pt）
2）本文
（10.5pt 1行空き）
参考文献（MSゴシック 9.5pt）
石井敏（2001）「現代社会と異文化コミュニケーション」石井敏・久米昭元・遠山淳『異文化コミュニケーションの理論　新しいパラダイムを求めて』（pp. 1-7）有斐閣ブックス	Comment by 作成者: 参考文献は MS明朝／Times New Roman 9.5pt
2行目以降 全角2字下げ
宇佐美洋・森篤嗣・広瀬和佳子・吉田さち（2009）「書き手の語彙選択が読み手の理解に与える影響―文脈の中での意味推測を妨げる要因とは―」『日本語教育』140, 48-58.
加藤周一（2007）『日本文化における時間と空間』岩波書店
谷内美智子（2017）『日本語学習者の統語的複合動詞の意味推測における文脈量、日本語習熟度、後項動詞の種類の影響』［未公刊博士論文］お茶の水女子大学
レイヴ ジーン, ウェンガー エティエンヌ（1991），佐伯胖（訳）（1993）『状況に埋め込まれた学習―正統的周辺参加』産業図書
[bookmark: _Hlk40801684]文部科学省（2019）大学等におけるインターンシップの実施状況について
https://www.mext.go.jp/b_menu/internship/1387151.htm（2025年1月1日）
Ellis, R. (2003) Task-based Language Learning and Teaching. Oxford University Press.	Comment by 作成者: 出版地の情報は不要
Erlam, R. (2005) Language aptitude and its relationship to instructional effectiveness in second language acquisition. Language Teaching Research, 9, 147-171.
Langacker, R. W. (2006) On the continuous debate about discreteness. Cognitive Linguistics, 17, 107-151.
Sasaki, Y. (1992) Paths of processing strategy transfers in learning Japanese and English as foreign languages: A competition model approach [Unpublished doctoral dissertation]. University of Illinois at Urbana–Champaign.
Sugaya, N., & Shirai, Y. (2009) Can L2 learners productively use Japanese tense-aspect markers? A usage-based approach. In R. Corrigan, E. Moravcsik, H. Ouali, & K. Wheatley (Eds.), Formulaic language: Volume 2 (pp. 423–444). John Benjamins.

おちゃ　はなこ／お茶の水女子大学大学院　人間文化創成科学研究科
ocha_hana@yahoo.co.jp
（10.5pt 2行空き）

稿末資料1（MSゴシック／Arial 10.5pt）
・・・・・

稿末資料2
・・・・・


2

2

